


企画展　日 本 酒 の 自 然 誌

日本の文化は、さまざまな自然の恵みに

よって育まれています。日本酒づくりの

文化も、その一つです。今回、全国の自然史

系博物館８館が協力し、日本酒づくりを育

んだ自然の恵みを、博物館の標本を活用し

て展示・解説します。皆様のご来場をお待

ちしております。

W o r k s h o p

P u r p o s e

みやのまえ文化の郷は、美術館、工芸センター、伊丹郷町館 ( 旧岡田家住宅、旧石橋家住宅、新町家をいう ) に
( 公財 ) 柿衞文庫を加えた文化ゾーンの愛称です。 文化財の酒蔵や江戸時代の商家、日本庭園も常時公開しております。

「こも」を編んで巻いてみよう！
1月20日|土|21日|日|  13:00‒15:00
伊丹郷町館　旧石橋家住宅 2階
定員：50名（両日とも）

オリジナル日本酒ラベルづくりに挑戦！
1月27日|土|28日|日|  13:00‒15:00
伊丹郷町館　旧石橋家住宅 2階
定員：50名（両日とも）

ひょうごの花のハーバリウムづくり
1月13日|土|14日|日|  14:00‒16:00
伊丹市立美術館 講座室（13日）
伊丹市立工芸センター 地下2階セミナー室（14日）
定員：50名（両日とも）

大阪自然史センター出張ミュージアムショップ
期間中の土日（1/13,14,20,21,27,28）において、旧
石橋家住宅内にて臨時開設します。展示物にちなん
だオリジナルグッズなどを販売します。

伊丹郷町クラフトショップ（旧石橋家住宅 1階）

クラフトショップにて「日本酒 × 工芸 ＝酒器」の
特設コーナーを設けております（会期中限定）。
ぜひ、あなただけの酒器を見つけてください。

ギャラリートーク「クジラの今と昔と大昔」
1月28日|日| 14:00‒15:00
旧岡田家住宅・酒蔵

田中嘉寛（大阪市立自然史博物館 学芸員）
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M u s e u m  s h o p

日本文化を育んだ自然

※当日会場受付制（先着順・無料）

本企画展に関する問い合わせは兵庫県立人と自然の博物館　自然史レガシー継承・発信委員会事務局までおねがいします。TEL : 079-559-2001（代表）　FAX：079-559-2007

O p e n  l e c t u r e

HP申し込みサイト、e-mail、FAX、ハガキのいずれか
の方法で講座名、氏名、住所、電話番号を添えてお申し
込みください。開催1週間前締め切り、申込み多数の
場合は抽選となります。

〒669-1546 兵庫県三田市弥生が丘 6 丁目
兵庫県立人と自然の博物館　生涯学習課セミナー係
Fax ：079-559-2033　e-mail：seminar@hitohaku.jp
http://www.hitohaku.jp/

都市の歩き方・番外編
1月13日|土|14日|日| 13:00‒15:00
集合場所：伊丹郷町館　  
定員：20名（両日とも）

田原直樹（兵庫県立大学自然・環境科学研究所 教授・
　　　　　　兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員）ほか

【シンポジウム】

まちかど博物館のつくりかた
1月27日|土| 13:00‒17:00
東リいたみホール 多目的ホール （兵庫県伊丹市宮ノ前1-1-3）
定員：100名

坂本　昇（伊丹市昆虫館　副館長）

池口龍法（浄土宗龍岸寺　住職）

仲西祐介（KYOTOGRAPHIE　共同代表）

藤田敦子（各務原市中央ライフデザインセンター）

お酒の薀蓄 ̶酒米編̶
1月20日|土| 13:30‒14:30
伊丹市立美術館　講座室　　 定員：30名

副島顕子（熊本大学大学院先端科学研究部 教授）

お酒をつくるカビと酵母のはなし
1月13日|土| 16:00‒17:00
伊丹市立美術館　講座室　　定員：40名

細矢 剛 （国立科学博物館 標本資料センター
副コレクションディレクター）

酒造りに欠かせない水を育んだ地形地質
1月21日|日| 14:30‒15:30
伊丹市立工芸センター 地下2階セミナー室　  定員：20名

加藤茂弘（兵庫県立人と自然の博物館 主任研究員）

申込方法

申込先

※事前申込制・無料


